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インターバンクの声 （2018 年 1 月 4 日） 
 

2018 年最初の外国為替市場は、1/2 のロンドン市場の朝方から動きが出始め、円

相場も東京勢が不在で動きの少なかったアジア市場での 112 円台後半から前半へ

と円買い・ドル売りが進んだ。年始で商いが薄い中でのポジション調整の動きが中心

のようだったが、やはり米金利の低下の影響が大きかったようだ。12 月中旬にも 112

円割れ目前まで下げた後は反発に転じているが、今回も昨夜発表された 12 月の米

ISM製造業景況指数や 11月の米建設支出が市場予想を上回ったことなどがきっか

けとなって 112 円台半ばまで戻している。その後も 12 月の FOMC 議事要旨に大型

減税による景気押し上げ効果が見込まれていることから、複数の委員会メンバーが

利上げの継続が妥当と指摘していることもわかって、円のじり安が続いている。北朝

鮮が韓国との直接の連絡チャンネルを復活させて緊張緩和の兆しが見えてきたよう

だが、一方では新たな ICBM の発射実施によって急に円買いになる可能性もあるこ

とから、当面はポジションを膨らませないほうが賢明だろう。 

 

※「インターバンクの声」は 2018/1/5（金）をもって廃刊となります。 

  長らくのご愛読ありがとうございました。 
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